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◆今週の院長予定
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11月21日 月 8：00法人会議、13:00手術、17：30薬事審議会、18：00治験委員会

11月22日 火 9：00外来、16：00大学病院訪問、17：30業務改善委員会

11月23日 水 勤労感謝の日

11月24日 木 9：00～11時来客、14：00松江へ

11月25日 金 9：30松江市長と面談、午後　運営会議

11月26日 土 9：45新須磨クリニック、14：00介護の家ワクチン接種、15：00エリーネス須磨 ワクチン接種

◆私の本棚
・戦国武将の精神分析

本郷和人 中野信子 宝島社新書

歴史学者と脳科学者が戦国武将を精神分析。
戦国時台は、裏切り、家族殺し、男色、殺戮など
今では考えられない、インモラルな激しし行動が
繰り広げられていた。伊達政宗、徳川家康、豊臣
秀吉、淀殿、武田信玄、石田三成、毛利元就など
の戦国自体の名のある人物を、歴史に基づいた
行動歴から精神分析をしている。
織田信長や武田信玄は、恐怖も情けという感情
もない典型的なサイコパスであり平気で残虐なこ
とができた。幼少期の親子関係の希薄さは多くの
武将にも共通しており、オキシトシンやセロトニン
不足により、さまざまな障害をきたしていると論じ
たなかなか面白い本。

◆コロナ関係
新規感染者数は10万人弱が続いています。5回目
のワクチン接種はさほど進んでいないようです。体感
的に効果が感じられないこと、重症化が少ないこと、ワ
クチンの副反応が頻繁に報じられることが原因だと思
います。病院は職員向けのインフルエンザワクチン接
種は終了し、今後コロナワクチン接種を準備していき
ます。北海道では、すでに医療ひっ迫が起こりつつあ
あるようです。コロナとインフルエンザの同時流行で最
悪75万人/日との予測もあります。予断は許しません。

いい言葉 親切は人に伝わる性質がある
（「親切は驚くほど体にいい！」より抜粋）

◆神戸マラソン
3年ぶりに神戸マラソンが開催されました。市役所
前を午前9時にスタート、西に向かって走ります。往
路は新須磨病院の北の市道、復路は病院南の国道
がコースになっており、病院周辺は朝から交通規制
がひかれました。当院からも数名エントリーしているよ
うです。
女性ランナーが往路30キロ付近で転倒し頭部を打
撲し、大きなたんこぶを作って搬送されました。途中
棄権で残念そうでしたが、記念にCT画像をプリントし
て差し上げたところ、とても喜ばれました。
天気予報では雨の予想でしたが、風が強いものの
雨は降らずに大会は無事終了したようです。

親切な人のそばにいると
自分も親切になって
健康になっていく
親切は概念ではなく生き方
親切によって心が温かくなれば
悪いふるまいも自然にへってくる

慈恵会グループの紹介⑩
新須磨リハビリテーション病院

2007年に新須磨病院の病床44床を分割移転し
設立しました。全床、回復期リハビリ病床で、急性
期から在宅への中間施設として、密度の高いリハ
ビリを行なっています。
屋上には迷路があり、リハビリを兼ねて散策する
患者さんや職員にとって癒しの空間となっていま
す。質の高いリハビリと緑豊かな優れた療養環境
は、新須磨病院のみならず、他の急性期の病院
からも信頼され、多数の紹介があります。2017年、
12床の増床が認められ56床となりました。
老健施設「いきいきの郷」は病院の併設施設で、
医療から介護への間断のないサービス提供も特
徴のひとつです。

神戸で一番
親切で
丁寧で
優しい医療を


